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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浸漬されるようになった第１の部分及び浸漬されないようになった第２の部分を有する
内視鏡の消毒又は殺菌を行なう方法であって、
　前記内視鏡の前記第１の部分を容器の第１の深皿内へ配置する段階と、
　前記内視鏡の前記第２の部分を前記容器の別個の第２の深皿内に配置する段階と、
　前記内視鏡の前記第２の部分を浸漬させずに、前記内視鏡の前記第１の部分を前記第１
の深皿内の消毒又は殺菌溶液中に浸漬する段階と、
前記第２の深皿から前記第１の深皿に流体を排出して前記第２の深皿を本質的に流体の無
い状態に保つ段階と、有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、少なくとも前記第１の深皿を蓋で覆う段階を更に有する
ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法であって、前記蓋は、前記第１の深皿と前記第２の深皿の両方を覆
うことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法であって、前記第１の深皿を前記第２の深皿から封止する段階を更
に有することを特徴とする方法。
【請求項５】
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　請求項４記載の方法であって、コンフォーマブルシールを前記蓋と前記容器との間に介
在させることにより前記第１の深皿を前記第２の深皿から封止する段階を更に有し、前記
シールは、前記内視鏡が前記第１の深皿と前記第２の深皿との間を通る前記内視鏡の周囲
と同形になることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法であって、前記第２の深皿内に位置する前記内視鏡の部分を上方に
延びる突起で支持して前記部分を前記第２の深皿の底面よりも高く位置させ、それにより
偶発的に前記第２の深皿内へ運び込まれる溶液中に浸漬させないようにする段階を更に有
することを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１記載の方法であって、前記内視鏡の前記第１の部分と前記内視鏡の前記第２の
部分を連結する管を前記第１の深皿と前記第２の深皿との間に位置する壁に設けられたト
ラフ中に通す段階を更に有することを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法であって、前記消毒又は殺菌溶液は、グルテルアルデヒド、オルト
－フタルアルデヒド、過酢酸、過酸化水素、過ギ酸、塩素又は塩酸塩生成溶液及びオゾン
含有又は生成溶液の群から選択された１以上の活性成分を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１記載の方法であって、前記消毒又は殺菌溶液は、グルテルアルデヒド又はオル
ト－フタルアルデヒドを含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　浸漬されるようになった第１の部分及び浸漬されないようなった第２の部分を有する内
視鏡の消毒又は滅菌システムであって、容器を有し、前記容器は、
　前記内視鏡の前記第１の部分を浸漬可能に受け入れるように寸法決めされると共にその
受入れに適した第１の深皿と、
　前記深皿とは別体であってこれに隣接して位置し、前記内視鏡の前記第２の部分を受け
入れるように寸法決めされると共にその受入れに適した第２の深皿と、
　前記第１の深皿と前記第２の深皿との間に設けられた壁と、
　前記第１の深皿と前記第２の深皿との間の前記壁の上方部分に設けられていて、前記内
視鏡の前記第１の部分と前記内視鏡の前記第２の部分を連結する管を挿通させることがで
きるトラフと、
　前記第２の深皿の下面と前記第１の深皿との間に設けられた排出経路であって、偶発的
に前記第２の深皿に入った流体を前記第１の深皿に排出して前記第２の深皿を本質的に流
体の無い状態に保つための排出経路と、を有することを特徴とするシステム。
【請求項１１】
　請求項１０記載のシステムであって、少なくとも前記第１の深皿を覆う蓋を更に有する
ことを特徴とするシステム。
【請求項１２】
　請求項１１記載のシステムであって、前記蓋は、前記第１の深皿と前記第２の深皿の両
方を覆うことを特徴とするシステム。
【請求項１３】
　請求項１０記載のシステムであって、前記トラフのところに設けられていて、前記管の
周囲と同形になって前記第１の深皿を前記第２の深皿から封止するようになったコンフォ
ーマブルシールを更に有することを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　請求項１０記載のシステムであって、前記内視鏡の前記第２の部分を前記第２の深皿の
下面よりも高く位置させ、偶発的に前記第２の深皿内へ運び込まれる溶液中に浸漬させな
いようにする複数の上方に延びる突起を更に有することを特徴とするシステム。
【請求項１５】
　請求項１０記載のシステムであって、前記容器の材料は、前記消毒又は殺菌溶液がグル
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テルアルデヒド及びオルト－フタルアルデヒドの群から選択された活性成分を含む場合、
前記消毒又は殺菌溶液による劣化に対して耐性があり又は前記消毒又は殺菌溶液を吸収し
にくいことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　請求項１０記載のシステムであって、前記システムの使用説明書を更に有し、前記使用
説明書は、前記内視鏡の前記第１の部分を前記第１の深皿内の消毒又は殺菌溶液中に浸漬
させ、前記内視鏡の前記第２の部分を前記第２の深皿内に配置し、前記内視鏡の前記第２
の部分を浸漬させないようにするという指図を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１７】
　請求項１１記載のシステムであって、前記トラフのところで前記蓋、前記容器及び前記
内視鏡を封止するエラストマーシールを更に有することを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消毒液又は殺菌液中への浸漬による内視鏡の高レベル消毒又は殺菌システム
及び方法に関し、特に、液体に敏感な部分を有する内視鏡の浸漬に関する。
【背景技術】
【０００２】
　徹底的なクリーニングにおいては、液体消毒剤又は殺菌剤溶液を用いる内視鏡の高レベ
ル消毒又は殺菌が、深皿（ベイスン）内で行なわれる場合が多い。深皿をかかる溶液で満
たし、溶液をこれが十分の濃度のものであるかどうかを確認するために検査する。内視鏡
を溶液内に浸漬させ、内視鏡のチャネルの全てを溶液で満たす。典型的には、深皿を蓋で
覆うる。次いで、所望レベルの消毒又は殺菌を達成するのに十分な期間、内視鏡を溶液中
に浸漬する。浸漬後、殺菌剤及びすすぎ洗い液を除去するよう内視鏡を処理する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　多くの内視鏡は完全に浸漬されるよう設計されているが、幾つかの内視鏡、例えば超音
波スキャナを備えた内視鏡は、水分から完全には封止されない高感度電子回路を有してい
る。これら電子回路は、浸漬により損傷する場合があり、かくして少なくとも内視鏡のこ
の部分は、消毒又は殺菌溶液中の浸漬には適していない。かかる内視鏡に関する現行の浸
漬方式では、その高感度部分を深皿の外部に残し、内視鏡の残部を浸漬させる。しかしな
がら、消毒又は殺菌溶液のうち幾分かが内視鏡のフレキシブルチューブ又は管に沿って漏
れ出て電子部分に達し、これが載置されている表面に達する場合がある。この溶液はまさ
しくその性質により危険でありがちなので、深皿からの溶液のかかる放出は、阻止される
べきである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の方法は、浸漬されるようになった第１の部分及び浸漬されないようになった第
２の部分を有する内視鏡の高レベル消毒又は殺菌を可能にする。この方法は、内視鏡の第
１の部分を容器の第１の深皿内へ配置する段階と、内視鏡の第２の部分を容器の別個の第
２の深皿内に配置する段階と、内視鏡の第１の部分を第１の深皿内の消毒又は殺菌溶液中
に浸漬する段階と、内視鏡の第２の部分を浸漬させない段階とを有する。
【０００５】
　好ましくは、この方法は、少なくとも第１の深皿を、より好ましくは第１の深皿と第２
の深皿の両方を蓋で覆う段階を更に有する。
【０００６】
　好ましくは、この方法は、例えば、コンフォーマブルシールを蓋と容器との間に介在さ
せることにより第１の深皿を第２の深皿から封止することにより、第１の深皿を第２の深
皿から封止し、シールは、内視鏡が第１の深皿と第２の深皿との間を通る内視鏡の周囲と
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同形になる。
【０００７】
　好ましくは、この方法は、第２の深皿内に位置する内視鏡の部分を上方に延びる突起で
支持してこの部分を第２の深皿の底面よりも高く位置させ、それにより偶発的に第２の深
皿内へ運び込まれる溶液中に浸漬させないようにする段階を更に有する。
【０００８】
　好ましくは、内視鏡の第１の部分と内視鏡の第２の部分を連結する管を第１の深皿と第
２の深皿との間に位置する壁に設けられたトラフ中に通す。
【０００９】
　好ましくは、この方法は、第２の深皿から第１の深皿に流体を排出して第２の深皿を本
質的に流体の無い状態に保つ段階を更に有する。
【００１０】
　適当な消毒又は殺菌溶液は好ましくは、グルテルアルデヒド、オルト－フタルアルデヒ
ド、過酢酸、過酸化水素、過ギ酸、塩素又は塩酸塩生成溶液及びオゾン含有又は生成溶液
の群から選択された１以上の活性成分を含み、最も好ましくは、グルテルアルデヒド又は
オルト－フタルアルデヒドを含む。
【００１１】
　本発明のシステムは、浸漬されるようになった第１の部分及び浸漬されないようなった
第２の部分を有する内視鏡の高レベル消毒又は滅菌システムである。このシステムは、容
器を有し、容器は、内視鏡の第１の部分を浸漬可能に受け入れるように寸法決めされると
共にその受入れに適した第１の深皿と、深皿とは別体であってこれに隣接して位置し、内
視鏡の第２の部分を受け入れるように寸法決めされると共にその受入れに適した第２の深
皿と、第１の深皿と第２の深皿との間に設けられた壁と、第１の深皿と第２の深皿との間
の壁の上方部分に設けられていて、内視鏡の第１の部分と内視鏡の第２の部分を連結する
管を挿通させることができるトラフとを有する。
【００１２】
　好ましくは、システムの使用説明書を更に有し、使用説明書は、内視鏡の第１の部分を
第１の深皿内の消毒又は殺菌溶液中に浸漬させ、内視鏡の第２の部分を第２の深皿内に配
置し、内視鏡の第２の部分を浸漬させないようにするという指図を含む。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の高レベル消毒又は殺菌方法及びシステムの構成によれば、内視鏡、例えば超音
波スキャナを備えた内視鏡の液体に敏感な部分、例えば高感度電子回路を消毒液又は殺菌
液中に浸漬させないようにすることができる。また、本発明では、高レベル消毒又は殺菌
中、消毒又は殺菌溶液のうち幾分かが内視鏡のフレキシブルチューブ又は管に沿って漏れ
出て電子部分に達することはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１は、本発明の容器１０を示している。この容器は、内視鏡（図１には示さず）を浸
漬可能に受け入れる大きな第１の深皿１２及び内視鏡の浸漬できない部分を受け入れるこ
れに隣接して位置する小さな第２の深皿１４を有する。リップ１６が、容器１０の上方部
分を包囲しており、カバー１８を密着させることができる封止面を提供する。大きな深皿
は、円形底壁２０及びこれから上方に延びる側壁２２を有している。当然のことながら、
他の形状の使用が可能である。小さな深皿１４は、切頭ピラミッドの形状をした底壁２４
及びこれらから上方に延びる側壁２６を有している。一連のリブ２８が、底壁２４から上
方に延びていて、小さな深皿１４内に位置する内視鏡の部分を底壁２４よりも高く位置さ
せて小さな深皿１４内に入る場合のあるキャリーオーバ液中にその部分を浸漬させないよ
うにしている。
【００１５】
　図２は、容器１０内で処理される形式の内視鏡３０を示している。この内視鏡は、操作
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ヘッド３４に連結された柔軟性のある挿入部分３２を有する。この内視鏡は、フレキシブ
ルチューブ（管）３８により操作ヘッド３４に連結されたスキャナユニット３６を更に有
している。一般に消毒プロセス中、浸漬できないのはスキャナ３６である。図２に示す内
視鏡３０は、浸漬の影響を受けにくい部分を有する内視鏡の一例に過ぎない。多くの他の
設計は、この欠点を持っている。
【００１６】
　図３は、内視鏡３０がどのように容器１０内に置かれているかを示しており、スキャナ
３６が小さな深皿１４内に位置し、挿入管３２及び操作ヘッド３４は、大きな深皿１２内
に位置している。スキャナ３６と操作ヘッド３４との間のフレキシブルチューブ３８は、
大きな深皿１２の側壁２２と小さな深皿１４の側壁２６との間に設けられたトラフ４０を
通って延びている。
【００１７】
　図１～図３に示すように、内視鏡３０の大部分のための１つの深皿１２及び内視鏡３０
の液体に敏感な部分のための別個の深皿１４を備えた容器１０の構成により、浸漬できる
内視鏡３０の部分の効率的な高レベル消毒又は殺菌が可能になると同時に浸漬できない内
視鏡３０の部分が保護されると共に容器１０からの消毒溶液のキャリーオーバが阻止され
る。トラフ４０は実質的に、溶液が小さな深皿１４内に移るのを阻止するのを助け、リブ
２８は、たとえ溶液が小さな深皿１４内に入ってもスキャナ部分３６を保護する。トラフ
４０及びフレキシブルチューブ３８を封止して大きな深皿１２から小さな深皿１４への流
体のキャリーオーバを一段と制限するためにトラフ４０のところに１又は複数個のエラス
トマーシール４１を設けるのがよい。トラフ４０と位置合わせ状態で追加のシール４３を
蓋１８に設けることにより封止作用が促進される。
【００１８】
　図４は、容器４２の変形実施形態を示している。この実施形態では、大きな深皿４４は
、内視鏡の大部分を保持し、これに連結された小さな深皿４６は、スキャナ３６を保持し
、壁４８が、大きな深皿４４と小さな深皿４６を互いに分離し、この壁４８には先の実施
形態の場合と同様トラフ５０が設けられている。上方に延びる突起５２が、スキャナ３６
を小さな深皿４６内で持ち上げている。先の実施形態とは異なり、貫通孔５４又は深いト
ラフが設けられているので、小さな深皿４６から大きな深皿４４への排液が可能である。
かくして、小さな深皿４６内に流入する液体は、大きな深皿内へ排出されて戻ることにな
る。
【００１９】
　容器１０は好ましくは、所望の消毒／殺菌溶液による長期間又は短期間劣化を生じにく
い材料で作られる。適当な材料としては、ポリエチレン（高密度又は低密度）、ポリプロ
ピレン、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ
）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、ポリスルホン（ＰＳ）
、ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）、ポリフェニルスルホン（ＰＰＳ）、液晶ポリマー（
ＬＣＰ）及びポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）が挙げられるが、これらには限定
されない。
【００２０】
　容器１０が多数の消毒及び殺菌溶液と適合性があるように設計する場合、幾つかの材料
、特にポリプロピレン、ＰＥＩ、ＰＳ、ＰＣ及びＰＰＳがより望ましい場合がある。
【００２１】
　或る程度まで選択される材料は、当業者には理解されるように好ましい形成技術を決定
する。好ましい構成方法としては、射出成形法、熱成形法及びトランスファー成形法が挙
げられる。他の主要なポリマー処理方法、例えば回転成形法及び注入成形法を使用できる
。トレーの構造を完全にすると共にトレーの種々の部分を互いに連結し又は１又は複数個
のシール４１を取り付けるのに補助的ポリマー処理方法、例えば機械加工法、穿孔法、切
断法、溶融結合法及び接着法を用いるのがよい。
【００２２】
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　作用についての以下の説明は、図１～図３に関している。しかしながら、図４の実施形
態に関する作用は、これとほぼ同じである。医療手技の実施後、内視鏡３０を製造業者の
使用説明書に従って完全にクリーニングし、容器１０内での浸漬に備えて準備する。典型
的には、クリーニングは、内視鏡チャネルの遮断及び漏れ検査、例えば酵素洗浄剤による
内視鏡外部の手動クリーニング並びにクリーニング用ブラシを受け入れるのに適した内視
鏡チャネルの手動クリーニングを含む。残りのチャネルをクリーニング用洗浄剤でフラッ
シングし、次に内視鏡及びチャネル全体をすすぎ洗いする。
【００２３】
　次に、内視鏡３０を適当な消毒又は殺菌溶液、例えばグルテルアルデヒド（カリフォル
ニア州アービン所在のアドバンスド・ステリライゼーション・プロダクツ・ディビジョン
・エシコン・インコーポレイテッドから商標名ＣＩＤＥＸ（登録商標）で入手できる）又
はオルト－フタルアルデヒド（カリフォルニア州アービン所在のアドバンスド・ステリラ
イゼーション・プロダクツ・ディビジョン・エシコン・インコーポレイテッドから商標名
ＣＩＤＥＸ（登録商標）－ＯＰＡで入手できる）中に浸漬する。他の考えられる消毒又は
殺菌液としては、これらの過酢酸、過酸化水素、過ギ酸、塩素又は塩酸塩生成化学溶液、
例えば次亜塩素酸塩、次亜塩素酸及び二酸化塩素、及びオゾン含有又は生成化学溶液が挙
げられるが、これらには限定されない。これら液体のうち任意のものの組み合わせを一緒
に又は順次使用できる。
【００２４】
　代表的には、溶液を検査ストリップで検査してこれが所要の効力のものであるかどうか
を確認する。次に、スキャナ部分３６を除き内視鏡３０の全てを内視鏡のルーメンの充填
具合を最大にするような仕方で大きな深皿１２内に配置する。スキャナ部分３６をフレキ
シブルチューブ３８がトラフ４０を貫通した状態で小さな深皿１４内に配置する。追加の
溶液を例えば注射器により手作業で内視鏡ルーメン（図示せず）中へ噴射する。代表的に
は、スキャナ部分を３６を浸漬と同一レベルの消毒を行なうわけではない溶液で拭うこと
によってスキャナ部分３６を処理するが、これで十分である。というのは、内視鏡３０の
この部分は、患者の体内には挿入されておらず、事実患者に接触することはないからであ
る。
【００２５】
　蓋１８を容器１０に装着し、内視鏡３０は、所望レベルのクリーニング又は消毒を行な
うのに十分な期間、浸漬状態のままである。その期間の経過後、内視鏡を容器１０から取
り出し、これを滅菌水ですすぎ洗いし、チャネルをアルコールでフラッシングし、そして
これを空気でパージしてチャネルが乾燥状態になるようにする。今や、内視鏡３０はその
次の使用が可能な状態にある。
【００２６】
　本発明をその特定の実施形態と関連して具体的に説明したが、これは例示であって、本
発明を限定するものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の範囲は、先行技術が
許す限り広く解釈されるべきである。
【００２７】
　本発明の具体的な実施態様は、以下の通りである。
　（１）浸漬されるようになった第１の部分及び浸漬されないようになった第２の部分を
有する内視鏡の高レベル消毒又は殺菌を行なう方法であって、
　前記内視鏡の前記第１の部分を容器の第１の深皿内へ配置する段階と、
　前記内視鏡の前記第２の部分を前記容器の別個の第２の深皿内に配置する段階と、
　前記内視鏡の前記第１の部分を前記第１の深皿内の消毒又は殺菌溶液中に浸漬する段階
と、
　前記内視鏡の前記第２の部分を浸漬させない段階とを有することを特徴とする方法。
　（２）前記実施態様（１）記載の方法であって、少なくとも前記第１の深皿を蓋で覆う
段階を更に有することを特徴とする方法。
　（３）前記実施態様（２）記載の方法であって、前記蓋は、前記第１の深皿と前記第２
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の深皿の両方を覆うことを特徴とする方法。
　（４）前記実施態様（１）記載の方法であって、前記第１の深皿を前記第２の深皿から
封止する段階を更に有することを特徴とする方法。
　（５）前記実施態様（４）記載の方法であって、コンフォーマブルシールを前記蓋と前
記容器との間に介在させることにより前記第１の深皿を前記第２の深皿から封止する段階
を更に有し、前記シールは、前記内視鏡が前記第１の深皿と前記第２の深皿との間を通る
前記内視鏡の周囲と同形になることを特徴とする方法。
【００２８】
　（６）前記実施態様（１）記載の方法であって、前記第２の深皿内に位置する前記内視
鏡の部分を上方に延びる突起で支持して前記部分を前記第２の深皿の底面よりも高く位置
させ、それにより偶発的に前記第２の深皿内へ運び込まれる溶液中に浸漬させないように
する段階を更に有することを特徴とする方法。
　（７）前記実施態様（１）記載の方法であって、前記内視鏡の前記第１の部分と前記内
視鏡の前記第２の部分を連結する管を前記第１の深皿と前記第２の深皿との間に位置する
壁に設けられたトラフ中に通す段階を更に有することを特徴とする方法。
　（８）前記実施態様（１）記載の方法であって、前記第２の深皿から前記第１の深皿に
流体を排出して前記第２の深皿を本質的に流体の無い状態に保つ段階を更に有することを
特徴とする方法。
　（９）前記実施態様（１）記載の方法であって、前記消毒又は殺菌溶液は、グルテルア
ルデヒド、オルト－フタルアルデヒド、過酢酸、過酸化水素、過ギ酸、塩素又は塩酸塩生
成溶液及びオゾン含有又は生成溶液の群から選択された１以上の活性成分を含むことを特
徴とする方法。
　（１０）前記実施態様（１）記載の方法であって、前記消毒又は殺菌溶液は、グルテル
アルデヒド又はオルト－フタルアルデヒドを含むことを特徴とする方法。
【００２９】
　（１１）浸漬されるようになった第１の部分及び浸漬されないようなった第２の部分を
有する内視鏡の高レベル消毒又は滅菌システムであって、容器を有し、前記容器は、
　前記内視鏡の前記第１の部分を浸漬可能に受け入れるように寸法決めされると共にその
受入れに適した第１の深皿と、
　前記深皿とは別体であってこれに隣接して位置し、前記内視鏡の前記第２の部分を受け
入れるように寸法決めされると共にその受入れに適した第２の深皿と、
　前記第１の深皿と前記第２の深皿との間に設けられた壁と、
　前記第１の深皿と前記第２の深皿との間の前記壁の上方部分に設けられていて、前記内
視鏡の前記第１の部分と前記内視鏡の前記第２の部分を連結する管を挿通させることがで
きるトラフとを有することを特徴とするシステム。
　（１２）前記実施態様（１１）記載のシステムであって、少なくとも前記第１の深皿を
覆う蓋を更に有することを特徴とするシステム。
　（１３）前記実施態様（１２）記載のシステムであって、前記蓋は、前記第１の深皿と
前記第２の深皿の両方を覆うことを特徴とするシステム。
　（１４）前記実施態様（１１）記載のシステムであって、前記トラフのところに設けら
れていて、前記管の周囲と同形になって前記第１の第１の深皿を前記第２の深皿から封止
するようになったコンフォーマブルシールを更に有することを特徴とするシステム。
　（１５）前記実施態様（１１）記載のシステムであって、前記内視鏡の前記第２の部分
を前記第２の深皿の下面よりも高く位置させ、偶発的に前記第２の深皿内へ運び込まれる
溶液中に浸漬させないようにする複数の上方に延びる突起を更に有することを特徴とする
システム。
【００３０】
　（１６）前記実施態様（１１）記載のシステムであって、前記第２の深皿の下面と前記
第１の深皿との間に設けられていて、偶発的に前記第２の深皿に入った流体を前記第１の
深皿に排出して前記第２の深皿を本質的に流体の無い状態に保つための排出経路を更に有
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　（１７）前記実施態様（１１）記載のシステムであって、前記容器の材料は、前記消毒
又は殺菌溶液がグルテルアルデヒド及びオルト－フタルアルデヒドの群から選択された活
性成分を含む場合、前記消毒又は殺菌溶液による劣化に対して耐性があり又は前記消毒又
は殺菌溶液を吸収しにくいことを特徴とするシステム。
　（１８）前記実施態様（１１）記載のシステムであって、前記システムの使用説明書を
更に有し、前記使用説明書は、前記内視鏡の前記第１の部分を前記第１の深皿内の消毒又
は殺菌溶液中に浸漬させ、前記内視鏡の前記第２の部分を前記第２の深皿内に配置し、前
記内視鏡の前記第２の部分を浸漬させないようにするという指図を含むことを特徴とする
システム。
　（１９）前記実施態様（１１）記載のシステムであって、前記トラフのところで前記蓋
、前記容器及び前記内視鏡を封止するエラストマーシールを更に有することを特徴とする
システム。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】浸漬できない部分を有する内視鏡の高レベル消毒又は殺菌を行なうための本発明
の容器システムの斜視図である。
【図２】図１の容器システム内での消毒又は殺菌のための内視鏡の斜視図である。
【図３】図１の容器システムの一部の詳細図である。
【図４】浸漬できない部分を有する内視鏡の高レベル消毒又は殺菌のための本発明の容器
システムの変形実施形態を示す図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１０　容器
　１２，１４　深皿
　１６　リップ
　１８　カバー
　２８　リブ
　３０　内視鏡
　３２　挿入部分
　３４　操作ヘッド
　３６　スキャナユニット
　３８　フレキシブルチューブ
　４８　壁
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